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私は 16 歳まで祖父、父、母と一緒に黒竜江省チチハル市にある T 車輛工場団地で生活し
ていた。そこを出てみたいと思うようになったのは、祖父や父とは異なる生活を送ってみ
たかったからであった。その思いは両親からの影響が大きい。 
祖父と父が働いていた T 車輛工場は、植民地時代の 1935 年 2 月、日本の南満州鉄道株式
会社によって設立されたチチハル駅に隣接した T 鉄道工場がその前身で、主に客車列車・
貨物列車などの設備の製造と修理を行っていた。1939 年チチハル駅の北東 2.5 キロ離れた
ところに「北工場」が増建され、元の工場は「南工場」となり、1942 年には「北工場」が
「南工場」を吸収した。1945 年ソ連軍が日本に宣戦、8 月日本の敗戦となり T 車輛工場の
生産は一時中断されたが、1949 年新中国成立後に再開された。1950 年当時 695 人の工人
がいた南満州鉄道株式会社 T 鉄道工場は、1957 年 T 車輛工場と改名され、1958 年国営企
業鉄道部の所属となった。1955 年から工場のさらなる拡張が始まり、1960 年になると、工




















することになり、一階平屋の住居を 70 元で購入した。その住居は 8 畳ほどの寝室が 2 部屋
で小さな厨房がある。母は異父兄弟 3 人と 1 つの寝室を共有していた。そのような環境で
育てられた母は市立の小、中、高校に通い、1976 年 17 歳になると「上山下郷 4」をした。






















らであった。母の実家の東側、道路 1 つ隔て T 車輛工場社宅の団地に住んでいる共産党員
の家系で、国営工場で働く父に気に入られ、仲人を通して結婚することになった。 













30 年間程勤めていた商店は、母の商店より早く倒産した。まだ 40 代であった外祖母は生計
を立てるために 10 年間程野菜、日常雑貨、食品の行商をしていた。 





















ても 2、3 年の間は同じモノが売れるので、衣料品の商売はうまくいった。 








































































私は高校生(1998 年)になるまでに「T 車輛工場の商店」で日常商品を購入し、「T 車輛工
場人民文化宮」で遊び、「T 車輛工場病院」で病気を治し、T 車輛工場に付属の第四幼稚園・
第三小学校・第三中学に通っていた。私の友達の親は、当然みな T 車輛工場で働いていた。
T 車輛工場の出身者は単位外の高校に進むことなく、技術専門学校で学んで T 車輛工場に
就職したが、私は社宅から離れて、大連市金州区、日本の茨城県へ移動していった。それ
らの移動していた地域での生活は、私にこれまでにない消費体験をもたらした。 








































































10 ラグジュアリーブランドは奢侈的なブランドで、本研究では Brand というブランド、銘柄と訳されて
きた用語と区別する目的で使用している。竹村によるとブランド(brand)の語源は、burn にあるが、その
単語には焼き印という意味が含まれる。焼き印は牧場に放された牛を認識するために行われた。本来は商
品を識別するために用いられる概念であるが (竹村和及, 2000, 『消費行動の社会心理学』北大路書房, 21






を持っていた。1994 年に 72 歳で他界した祖父は T 車輛工場の社宅での生活がとても気に
入っていた。そこでの生活で満足したのかショッピングする習慣がなかった。彼はいつも
同じような格好をしていて、一番のお気に入りは「中山装」と白いワイシャツであった。2、
3 年に 1 回くらいに「中山装」を新調するが、いつも決まっているところで布を買い、裁縫
屋で作ってもらっていた。私をつれて商業施設を利用するものの、子供用品売り場だけ回
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自ら消費者になっていく。この点については第 2 章にて詳しく分析を行う。 
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きた 40。90 年代後半になるとアジアの大衆階級を取り入れるために、日本では 1978 年に
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施設の体験から人々の消費者化を明らかにすることを目的として、2010 年 9 月から 2012
年 12 月の間大連開発区で「日常生活消費における利用商業施設に関する調査」のインタビ
ューを実施した。調査は、スノーボールサンプリング法により、女子労働者 23 人を対象に
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本研究で言う OL と女工と名づけたタームについて整理しておこう。OL は 2002 年から
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ユーザーの利用する空間体験に関する第 3 課題を考察するために、第 3 章では女工の消
費空間の体験を述べる。女工階級にとって大連開発区は、先に述べた仮設を検証していく。
以上のように本論文は、「価値生産空間」を主題とする第 1 章、「記号消費空間」を主題す












消費者化を明らかにすることを目的として、2010 年 9 月から 2012 年 12 月の間大連開発区
で 23人女子労働者を調査対象者とし、「日常生活消費における利用商業施設に関する調査」
のインタビューであった。この調査データは第 2 章の第 1 節・第 4 節、第 3 章で使用する。 
女子労働者のインタビュー調査のほかに、長年大連開発区に関して当地の市民・企業の
責任者のインタビューを中心に写真や文字化を追求する機関紙『大連開発区報』の記者王
国棟にインタビュー調査を実施した(第 1 章の第 2 節)。 
テキスト調査は、大連開発区管理委員会の社会管理課、大連開発区図書館、大連市図書
 





データである(第 1 章の第 1 節、第 2 節)。統計データの他に、大連開発区の消費空間に関す
るデータは大連市政府ホームページに載せられたデータも使用した(第 1 章の第 3 節)。 
『人民日報』に掲載される消費に関する記事を抽出する方法は 2004 年に出版された電子
版にて 1949 年から 2010 年までの「消費」が含むタイトル、内容を検索し、得られたもの
である(第 1 章第 1 節)。『大連晩報』のテキスト調査は大連市図書館に保存されている 1988
年から 2008 年まで掲載される衣服、美容の消費に関する記事である(第 2 章第 3 節)。 
商業施設の調査は、各施設のホームページ、地方新聞の新聞記事のテキストデータであ
る。また商場型商業施設のブティック店主 1 人にインタビュー調査を実施するデータがあ
った (第 2 章第 3 節)。大連開発区の商業、観光施設、居住、教育、医療、文化、娯楽など
の施設を観察し、それらの立地、特徴を記録したデータは、第 1 章の 3 節、第 2 章の 2 節、
第 3 章の第 1 節で使用する。 
そのほかに、2012 年 12 月に女子労働者の内、OL 1 人、女工 3 人と一緒にショッピング






第 1 章 価値実現空間の生産と消費者化 
 



























92 朱家麟, 1995 年,『現代中国のジャーナリズム』田畑書店, 17－18 ページ. 




























94 2002 年 11 月 8 日の「全面的に小康社会を建設し、中国の特徴をもつ社会主義事業の新しい局面を切り
開こう」と題する中国共産党 16 期全国大会において、江沢民は「われわれは近代化建設の戦略的目標の 
うちの第 1 段階、第 2 段階の目標を実現し、人民生活は総体的に小康水準に達成した」と述べ、2020 年ま
でに「全面的に小康社会を建設する」と戦略目標を打ち出した。なお、近代化建設の戦略的目標の 3 段階
の内、第 1 段階の目標は「温飽」(衣食は事欠かさず)、第 2 段階の目標は「小康」(まずまずの生活)、第 3
段階の目標は「富裕」(中等発達国家並みの生活)である。劉敬文, 2003,「中国の経済改革と〈小康戦略〉」







1948 年から 2010 年までの間の消費に関する記事総件数の推移を示したものである。1948
年、すなわち中華人民共和国成立前年、国共内戦の結果中国共産党による国家統一が見え
てきた頃から消費関連記事件数である。1950 年代は、年に 10 件以内の年が多く、消費に
ついて活発な議論が行われているように見えない。10 件以上になったのは 1949 年の 20件、
1957・1958 年の 13 件である。1960 年代も、1 桁の件数であり、それは 1973 年まで続く。
1974 年に 15 件あったが、その後 70 年代はやはり件数は少ない。この傾向が変わるのは
1980 年に入ってである。1981 年に 10 件、81 年 12 件であった。そして件数が大きく増加
になったのは 1983 年である。その年に 33 件と大きく増加し、その後 1997 年までは 24～
52 件の間で推移した。1998 年に 59 件、それ以後は 100 件を超える記事が紙面をにぎわせ
た。 
この消費記事の件数推移から、二つの時期に分けることができる。それは第Ⅰ期 1948 年
～1982 年、第Ⅱ期 1983 年～2010 年である。第Ⅱ期の内 1983 年～1998 年は前期、1999
年から 2010 年は後期として区分する。1970 年代の前半までは社会主義計画経済期で、消
費に対して否定的な論調が主であり、記事数は少なかった。1978 年・1979 年頃に改革開放
政策が実施され、社会主義市場経済社会の形成期で、新時代が開かれる時期である。中国
共産党第十一期中央委員会第三回全体会議(第十一期三中全会)は 1978 年 12 月に開かれ、
改革開放路線が定められ、経済建設が首位におかれることが確定。その前後の年の消費記
事件数をみると、1974 年は 15 件でピークとなり、1975 年 8 件、1976 年 2 件、1977 年・
















消費に関する方向転換を決定する 2 つの会議は 1985 年、1986 年に開かれた。1985 年 3




件数も増加し、議論が活発に行われ、特に 1987 年、1988 年は 50 件を越える消費関連記事




1997 年の香港返還、2001 年 WTO への加盟などである。1998 年以後香港からあるいは香
港を通して中国への投資が加速された。1999 年 115 件、2000 年 116 件と増大し、消費が
新しい経済改革の重要な議論の課題になった。2001 年第九期第四回会議は、「第十次五カ年
計画」（2001～2005）の報告や世界貿易機関（WTO）加盟（2001 年 11 月加盟承認）後を
にらんで経済競争力の強化を訴えた。2002 年同第五回会議は、WTO 加盟後の対応として
経済をさらに開放し、国内産業対策を進めるとした。2003 年・2004 年の消費に関する記事




間では消費記事件数は 70 件から 90 件の間を推移していた。しかし、2008 年に消費記事件
数は 45 件と大幅減少となった。それはリーマンショックの影響で、世界経済との関係の中
























































1949 年から 1957 年 3月までの間の国内消費に関する記事は消費合作社の進行を中心とし
ていた。「北平被服总厂、职工消费合作社、社员已达万余人、职工及家属生活获保证(1949
年 4 月 18 日) (北京被服工場消費合作社が 1 万人の職員および家族の生活を保証する)」、按
住区成立工人消费合作社：记武汉市球场区工人消费合作社成立经过(1951 年 4 月 22 日)「(在
住地に分けて工人消費合作社を建設する：武漢市球場区工人消費合作社成立過程について)」、
「石景山钢铁厂消费合作社是怎样改善经营管理的(1953 年 6 月 28 日) (石景山鋼鉄場消費合
作社の経営管理)」、「各省、市供销合作社、选出出席全国合作社代表大会的代表(1954 年 7
月 19 日) (各省、各市合作社が全国合作社代表大会の代表を選出する」、「合作化后农民生




波同志の発言) (1956 年 9 月 20)」の記事を契機にして、国内の消費合作社の発展に関する
記事は減少し、それに代わって消費に対する方向性について議論されるようになった。 
 
1958 年 5 月 13 日「正常的消费并不是浪费(正常の消費は浪費ではない)」 
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1958 年 7 月 7 日「教育群众正确认识消费和积累的关系(市民の消費と資本蓄積の関係につ
いての教育)」 
1958 年 10 月 13 日「我国国民收入中积累和消费的关系(わが国民の収入蓄積と消費の関
係性)」 
1959 年 1 月 9 日「正确处理人民公社收入分配中积累和消费的关系(人民公社の収入分配と
消費の関係を正しく処理すべき)」 
1961 年 9 月 5 日「从积累和消费的关系看农、轻、重的关系(資本蓄積の関係から見る農業、
軽工業、重工業の関係)」 
1962年 10月23日「商业工作要更好地为生产和消费服务(生産と消費のための商業発展)」 
1963 年 5 月 25 日「消费应否单独列为政治经济学对象的讨论(消費も政治経済学の対象で
ある)」 
1965 年 4 月 11)「怎样看待这些正常消费？(いかにして一般日常消費であることを判断す
るのか)」 
1965 年 11 月 25 日「略论人民公社的积累和消费(人民公社の蓄積と消費の概論)」 
 
以上の記事は 1956 年から 1965 年の間に掲載されたが、「消費も政治経済学の対象である




















1966 年から 1974 年の間には、国内消費合作社、消費と生産の関係に関する記事はわずか










せた(1949 年 7 月 29 日)」、「苏联人民生活进一步上升(ソ連労働者生活が上昇)：消費合作社
を中心とする都市と農村の間消費交易額が去年同期より 18%以上増加した、(1949 年 11 月
1 日)」。これらの記事内容は合作社を実施した社会主義国家の良さを論じている。 
 
1950 年 3 月 27 日「罗合作社召开代表大会(ルーマニア合作社代表大会が開かれる)」 
1954 年 3 月 28 日「参加匈牙利农村消费合作社代表会(ハンガリー農村消費合作社代表大
会に参加) 
1957 年 3 月 23 日「匈牙利经济逐渐正常化(ハンガリー経済正常化) 
1957 年 9 月 28 日「匈经济生活走上正轨(ハンガリー生活が正常化に) 
1958 年 12 月 8 日「罗工业今年将超额完成生产计划(ルーマニア今年の生産計画を越えて
完成) 
1963年 6月 7日「朝鲜消费合作社代表赴罗马尼亚(朝鮮消費合作社代表ルーマニア訪問)」
1965 年 8 月 29 日「阿尔巴尼亚消费合作社代表团到京(アルバニア消費合作社代表北京訪
問」 








る否定的論調の記事が掲載されていた。1957 年 9 月 23 日の記事はその一例だ。「苏联人
吃得越来越好、销毁食物量美国称第一(ソ連は食生活がより豊かに、食品を浪費するのはア
メリカだ)」の記事内容には、合作社制度を実施する社会主義社会とそうでない資本主義社










 1958 年 1 月 21 日「英国财政政策舍本逐末、不削减军费而限制消费(イギリス財政政策が
本末転倒、軍事削減ではなく、消費削減を実施する)」 
1958 年 3 月 15 日「美国官方报告情况不妙 、企业开支和个人消费都将下降(アメリカ経
済危機、企業消費と個人消費とも減少傾向) 
1962 年 9 月 5 日「美国的消费信贷：垄断资本家套在劳动人民身上的镣铐(アメリカの個
人消費ローン：独占資本家階級は労働者階級を束縛)」 
1969 年 9 月 21 日「增加税收、冻结工资、压缩消费：法国政府妄图转嫁危机向劳动人 
民开刀(増税、給料不払い、消費削減：フランス政府は労働者階級に経済危機を転嫁する)」 







字などの記事が掲載されていた。70 年代になっても消費に関する方向性は 1956 年から
1965 年の間の方向性の延長線である。1975 年の 8 件の記事の内、アメリカを中心とする
物価上昇、経済危機、国家財政赤字、国際収支赤字などの記事が掲載された。また 1975 年
から 1979 年 4 月までは国内の消費に関する記事は一つもなかった。この 4 年間は主にアメ
リカにおける経済危機・物価上昇・石油供給不足と西欧の経済破たんに関する記事が掲載
されている。そのような状況から一変したのは 1979 年の 5 月である。国内の生産と消費の
関係の議論が再開され、それまでの消費否定論調は修正された。「正确处理积累和消费的比

























1979 年 12 月 7 日「关于积累与消费的几个问题(資本蓄積と消費のいくつかの問題)」：国
家建設のスピードと人民生活水準の上昇は同じくらいの重さをもっている。 















消費の否定論を変えたのは 1979 年ではあるが、明確的な消費の方向性が見られなかった。 
 
(2) 第Ⅱ期(1983 年～2010 年)：消費の肯定期・促進期 
① 消費の肯定期(1983 年～1998 年) 




























































1985 年 11 月 13 日「消费水平提高 旅游事业发展(消費水準の向上、旅行事業の発展)」 
1985 年 11 月 20 日「满足群众对衣着日益增长的需求(市民のファッションに対する需要を
満たす)」 
1986 年 5 月 21 日「国内市场需要更多的 K金、嵌宝饰品(国内ジュエリーの需要増加)」 
1986 年 5 月 26 日「文化需求已成为消费的重要部分(消費の重要部分：文化需要)」 
1987 年 2 月 10 日「生产要适应多层次消费(分化する消費のための生産)」 
1987 年 4 月 29 日「引导农民合理消费(農民の合理消費を導く)」 
1987 年 7 月 8 日「积极引导消费结构的变化(積極的に消費構造変化を導く：住宅の例とし
て)」 
1987 年 7 月 27 日「文化观念正在发生变化(文化の観念が変化している)」 
1988 年 1 月 8 日「群众渴求娱乐性消费(市民は娯楽性消費を渇望している)」 
1988 年 7 月 2 日「更新一种消费心理(新しい輸入家電への渇望の消費心理)」 
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1988 年 12 月 4 日「针对互相攀比的消费心理(奢侈品の顕示的消費の心理に対して) 
1989 年 1 月 30 日「消费热中的新走向(消費熱の新商品：家庭用電話)」。 
1989 年 3 月 12 日「头发的消费(ヘアサロンの消費)」。 
1990 年 12 月 24 日「住房：下个消费层次的呼唤(新分化した住宅消費)」 
1991 年 2 月 12 日「引导农民合理消费(農民の合理消費を導く)」 




時期に中国が大衆消費社会に入ったと宣言した文章も見られた。1988 年 9 月 25 日「我国








その記事から 5 年後、1993 年 1 月 10 日の「我国第三次消费浪潮开始(わが国の第三次消
費ブームの到来)」の文章を見ると、「改革開放後の中国消費市場には 2 回のブームがあった。




ると自家用車である。現在わが国の家庭年収が 5000 元以上の富裕層は 2.5 億人になり、こ
の第三次消費ブームを迎えたのであろう。」 
この二つの記事内容からみると消費を肯定するだけでなく、消費を促進する論調になっ





















1993 年 12 月 19 日「个人信用消费在沪悄然兴起(上海で個人消費ローン)」 
1994 年 3 月 8 日「女性消费：以美为本(女性消費：美のみなもと)」 
1994 年 5 月 3 日「“时间消费”漫谈(時間の消費について)」 
 1995 年 6 月 3 日「教育：人们消费新领域(新しい消費領域：教育消費)」 
 1995 年 8 月 22 日「“文化消费”漫议(文化消費について)」 
1996 年 10 月 30 日「生活消费中的审美追求(生活消費の中の審美の追求)」 
1997 年 4 月 18 日「新房新制度：住宅消费话题之一(住宅消費の話題その一：新住宅制度
について)」 
1997 年 4 月 21 日「房价：住宅消费话题之二(住宅消費の話題その二：価格)」 
1997 年 4 月 22 日「谁来消化空置房：住宅消费话题之三(住宅消費の話題その三：空き部
屋について)」 
1997 年 7 月 30 日「一卡在手，能否走遍神州？(クレジットカード全国で使用可能か)」 
1998 年 4 月 2 日「重视消费的拉动作用(消費のけん引力の作用を重視する)」 
1998 年 5 月 18 日「扩大消费拉动增长(拡大する消費けん引力の増大)」 
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1998 年 7 月 20 日「刺激消费(消費を刺激する)」 
1998年 10月12日「扩大内需须改革消费体制(内需拡大には消費体制改革を必要とする)」 
 
1992 年から 1998 年の間の消費に関する記事内容は、消費肯定の論調の延長線だけでな
く、その拡大、展開である。 
第Ⅰ期では消費を通して国際関係と社会階級について論じてきたが、第Ⅱ期の前期では
消費否定の是正から欧米諸国に対する対立的関係が見当たらなくなった。1980 年 2 月にア
メリカ、カナダ、フランスの物価上昇の消費記事が 3 件、1981 年・1983 年ヨーロッパ経
済共同体の物価上昇の消費記事が 3 件、1987 年イタリア南北生活水準格差の記事 1 件とわ
ずかであった。しかし 1988 年以降になるとアメリカにおける物価の上昇や消費水準の低迷
といった記事のほかに、「制造业将带动美国经济增长 、从消费带动转为生产带动是增长的
关键(アメリカの製造業を発展させるには、消費の発展がキーとなる)(1988 年 1 月 12 日)」、
1989 年 3 月 25 日「消费与借贷：法国人生活方式一瞥(フランス人の生活スタイル：消費と
個人ローン)」、1990 年 5 月 20 日「日商瞄准女性消费层(日本ビジネスが狙う女性消費層)」、


















② 消費の促進期(1999 年～2010 年) 
第Ⅱ期の後期は消費に対して、肯定的で推奨するような内容がほとんどである。 
 
1998 年 4 月 2 日「重视消费的拉动作用(消費のけん引力の作用を重視する)」 
1998 年 5 月 18 日「扩大消费拉动增长(拡大する消費けん引力の増大)」 
1998 年 7 月 20 日「刺激消费(消費を刺激する)」 
1998 年 10 月 12 日「扩大内需须改革消费体制(内需拡大には消費体制改革が必要)」 
1999 年 1 月 7 日「鼓励和引导居民增加消费支出(国民の消費支出増加を奨励)」 
1999 年 2 月 15 日「推动消费信贷发展(個人消費ローンを発展させる)」 
1999 年 3 月 11 日「增加收入扩大消费需求(消費需要を拡大するための収入増加)」 
2002 年 12 月 26 日「积极引导和扩大消费需求(消費需要の拡大へを導く)」 
 







1998 年 4 月 3 日「加快房改启动住宅消费(加速する住宅消費)」 
1998 年 5 月 6 日「保险：扩大消费话题(保険：消費拡大の話題)」 
1998 年 5 月 7 日「旅游：扩大消费话题(旅行：消費拡大の話題)」 
1998 年 12 月 29 日「汽车消费贷款：借钱帮你圆梦(自動車ローン：あなたの夢をかなえ
てあげる)」 
1999 年 3 月 12 日「引导对国产车消费需求」(国産車の消費需要を導く) 
2000 年 5 月 19 日「假日消费还缺什么」(休日消費に何が足りないのか)」 
2000 年 9 月 22 日「个性消费热起来(個性的な消費が熱くなる)」 
2000 年 10 月 9 日「走向享受型消费(享受型消費へ)」  
2003 年 1 月 7 日「刷卡消费好处多(クレジットカード消費にはいい点がある)」 







1998 年 12 月 28 日」など住宅ローン、個人消費ローン、自動車ローンなどの個人融資に関
する記事である。 
1998 年から 2005 年の「和諧(調和)社会」や「居民消费，再加把劲(市民消費にもっと力
を入れよう) 1999 年 11 月 19 日」といった記事から消費があらゆる面、あらゆる者にまで
行きわたるように指向されたことが分かる。また 1998 年の家電製品の消費、2000 年の休
暇、娯楽、旅行、教育などの消費、そして「拉动生产引导消费 我国连锁企业进入快速发









2005 年 7 月 22 日「适度消费 快乐生活」(適当消費、快楽生活)  
 2006 年 3 月 6 日「消费但不浪费」(消費しても浪費しない)  
 2007 年 3 月 10 日「节约型社会倡导生产消费新模式」(節約型社会は生産消費の新スタイ
ルを提唱する) 
 2007 年 7 月 13 日「遏制过度消费 促进和谐发展」(過度消費をせず、調和発展を促す)  
 2008 年 12 月 5 日「发展绿色消费 建设“两型社会”」 (エコ消費の発展 消費生産型社
会の建設) 
  
 2005 年から 2008 年にかけて強調されたエコ消費や、グリーン消費、適切消費などの消





2009 年 4 月 15 日「消费“马车”仍须加鞭」(鞭をうつ消費の馬車) 
 2009 年 6 月 8 日「把网购潜能释放出来」(放されるネットショッピングの潜在力)  
 2009 年 7 月 27 日「透支消费走近你我」(近づくローン型消費)  























消费将刺激德国经济增长(個人消費はドイツ経済促進を助長する) 1999 年 2 月 25 日」、「美
国油价攀升考验消费心理(アメリカ原油価格上昇、消費者心理に影響を与える) 2002 年 8 月








































1958 年以後人民公社の時代遼寧省大連市金州県大孤山郷では 4 カ村、つまり馬橋子村、
黒山村、紅岩村、風岩村、27 の生産大隊、3000 戸、8000 人あまりの農民が季節の移り変
わりに従って、農業、漁業を営み、生活していた。1984 年 10 月、そこは党や中央政府(国
家、地方政府)により大連開発区として指定された。その 4 カ村はのちに大連開発区の「建









































拡大に資することが求められた。同年 6 月 8 日、大連市棒棰島ホテルにおいて遼寧省委、
省政府と東北三省、内モンゴル東部地区の政府の代表者は、大連開発区の建設について協
議する会議を開いた。また 6 月 28 日に大連開発区の計画草案を作るために、「大連経済技
術開発区総体企画綱要評議会」を開き、それには 38 人の専門家と 55 人の教授が参加した 101。
一連の会議により大連開発区の計画構想が具体化し始めたのである。 
同年 8 月 15 日国務院副総理万里、谷牧、李鵬などの中央政府の指導者たちが大連市を視
察したときに、大連開発区は、大連市中心より 27 キロメートル、国際空港より 25 キロメ
ートル、金州より 8 キロメートル、金州駅より 4 キロメートル、大連港より 12 キロメート
ル、大窖湾新港と一体となり、大連湾、大窖湾など黄海海岸線に沿って開発されるという
 
97 王, 2009, 同上書, 91 ページ。 
98 董志正編集, 1988, 味岡徹訳,『大連・解放四十年史』新評論, 610 ページ。 
99 党十二大は中国共産党第十二次全国代表大会である。1982 年 9 月 1 日から 11 日まで北京で開かれてい
た。この大会では社会主義現代化建設の綱要が確定され、「中国の特色をもつる社会主義国家の建設」とい
う目標が打ち出され、新たな政策方針が決定された。人民網ホームページ www.people.com.cn 2013 年 9
月 1 日検索。 
100 王, 2009, 前掲書, 95 ページ。 





図表 1－2 大連開発区計画全図 
 
出典：董志正編集, 1988, 味岡徹訳,『大連・解放四十年史』新評論, p.610。 
 
同年 9 月、大連開発区は国務院の許可によって建設が始まった。その初期工事は 3000 平
方メートルとし、総合的な工業生産地区とともに行政、居住、サービス地区の建設も許可










102 王, 2009, 前掲書, 101 ページ。 
103 董志正編集, 1988, 前掲書, 610 ページ。 
62 
 
第 1 期工事区域を拠点として、完成後さらに続いて拡大して建設された 104。 
こうして大連開発区の建設が開始されたが、それを主導したのは大連開発区管理委員会





なお大連開発区管理委員会の 15 の諸部門の管理者は以下の通りである。 
財務部  大連市財務部副局長 周海斐 
物資機材部部長 大連市物資局長 孔憲令 
市政府部長 大連市政府公司経理 王兆臣 
運輸部部長 大連市運輸部経理 張本任 
通信部部長 大連市郵便局副長 于兆文 
その他に大連市委組織部、宣伝部、城郷建設企画局、郵便局、公用局、環境局、房地産
局(不動産局)、電業局、交通局、財政局、塩務局、緑化局、物資総局、大連化工場からの技











司が開発した 107。1985 年 5 月開発区の第一期工事で 8 本の道路がほぼ出来上がり、その
 
104 董志正編集, 1988, 前掲書, 610 ページ。 
105 大連経済技術開発区志編集委員会編, 2006,『大連経済技術開発区志』遼寧人民出版社。 
106 王, 2009, 前掲書, 119-121 ページ。 













1958 年 9 月人民公社化運動により、郷、鎮は大型農業公社に転身となった。旧大連市金
県(現大連市金州新区)は、馬橋子郷(馬橋村・劉家村・王家村・二道河子村・小孤山村・王
官寨村)と、大孤山郷(大孤山村・鮎魚湾村・海青島・三道沟村・将軍村)が所在する大孤山
公社、そのほか董家溝公社、大李家公社などの 19 人民公社によって形成された。1983 年
10 月人民公社は郷制になり、郷人民政府が設置され、生産大隊は村になり、村民委員会が
設置された。その時大孤山公社は大孤山郷に戻り、馬橋子郷の馬橋村・劉家村・王家村・
二道河子村が 4 カ村、すなわち馬橋子村、黒山村、紅岩村、風岩村となった。1985 年 9 月
に大連開発区公安局が開局され、この 4 カ村が大連開発区の建成区になった 108。 
図表 1－3 は旧 4 カ村の所在地と大連開発区建成区を示しているものである。1983 年 10











108 金州区地方志編集委員会編, 1989,『金縣志』大連出版社。 
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図表 1－3 4 カ村の所在地と大連開発区の建成区 
 
 出典：王国棟, 2009,『馬橋子、1984』大連出版社、を参照にし筆者作成。 
 
金馬路の北側は、旧紅岩村の北半分、旧黒山村、旧風岩村の所在地であり、南側は旧紅
岩村の南半分と、旧馬橋子村が所在していた。図表 1－4 は大連開発区における 4 カ村の生
産大隊分布を示したもので、旧黒山村の王家屯生産大隊の第 1 隊から第 4 隊、山前屯生産
大隊の第 5 隊から 7 隊があり、また旧風岩村の風岩村生産大隊の 1 隊、孫家溝生産大隊の
第 2 隊、李甸生産大隊の第 3 隊、王家甸生産大隊の第 4 隊、丁家嶺生産大隊の第 5 隊が分
布している。そして旧紅岩村には徐家屯生産大隊の 1・7・8 隊、劉家屯生産大隊の 2 隊、
劉家屯生産大隊の 3・4 隊、大灘生産大隊の 5 隊、于家屯生産大隊の 6 隊が位置している。
最後に旧馬橋子村には馬橋子生産大隊の 1 隊、張家屯生産大隊の 2 隊、趙嶺子生産大隊の 3







図表 1－4 4 カ村の生産大隊分布  
金馬路 
北側 
黒山村 王家屯生産大隊の第 1～4 隊 山前屯生産大隊の第 5、6、7 隊 
風岩村 
 
風岩村生産大隊の第 1 隊 王家甸生産大隊の第 4 隊 
孫家溝生産大隊の第 2 隊 丁家嶺生産大隊の第 5 隊 
李甸生産大隊の第 3 隊  
紅岩村 徐家屯生産大隊の 1、7、8 隊 劉家屯生産大隊の 2 隊 
金馬路 
南側 
紅岩村 劉家屯生産大隊の 3、4 隊 大灘生産大隊の 5 隊 
于家屯生産大隊の 6 隊  
馬橋子村 馬橋子生産大隊の 1 隊 南崴子生産大隊の 5 隊 
張家屯生産大隊の 2 隊 韓家屯生産大隊の 6 隊 
趙嶺子生産大隊の 3 隊 南砣子生産大隊の 7 隊 







1985 年 7 月、大孤山郷の 4 カ村は大連市経済技術開発区の管轄下に入った。1985 年 6 
月大連市政府の通達(大政発[1985]109 号)により開発区街道事務所が成立された。  
1986 年 8 月 20 日、開発区管理委員会批文(大開管発[1986]41 号)により区街道・区事 
務所が成立し、管理委員会の職務部門となり、都市住民の日常の工作の役割を果たすこと
が決められた。1988 年 11 月、海青島街道を新しく計画し、元街道を東山街道事務所とし
た。 








2002 年 4 月遼寧政府(遼政[2002]90 号)により、湾里郷を湾里街道とし、董家溝鎮を董家
溝街道、満家灘鎮を金満街道とした。 




2004 年、金州区の得勝鎮、大李家鎮が大連開発区により管轄された。大連開発区は 6 街
道、2 鎮、1 工作処になった。そのうちわけは海青島街道、大孤山街道、馬橋子街道、湾里
街道、董家溝街道、金満街道、得勝鎮、大李家鎮、新港工作処である。 
2005 年 1 月、金満街道は正式に金石灘街道(大連金石灘国家旅遊度假区)と改名され、2010
年得勝鎮、大李家鎮は大李家街道、得勝街道と改名された 109。  
 
図表 1－5 大連開発区の空間 
 
 出典：金州区地方志編集委員会編, 1989,『金縣志』大連出版社, を参照にし筆者作成。 
 
以上の村落は大連開発区の行政エリアに吸収されるに伴い、簡単にそれをまとめると図




















図表 1－6 大連開発区建成区の主要道路 
  




































110 陳景輝, 2010, 『中国開発区産業集聚研究―基于跨国公司嵌入視角』人民出版社, 47 ページ。 
111 陳, 2010, 同上書, 48 ページ。 
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業生産開発区を見ておこう。大連開発区の建成区には 2007 年までに 8 カ所の工業生産開発
区が分布しており、2007 年以後、建成区に新たな 2 カ所、拡大エリアに新たな 4 カ所が建
設された。まず、2007 年までの 8 カ所の工業生産開発区を見ておこう。 
 
図表 1－7 建成区に分布する開発区 
 





大連技術開発区は 1985 年に建設された。中国の経済技術開発区は 1984 年以降の改革開




大連保税区は 1992 年に建設された。中国では保税区は 1978 年から始まった改革開放政
策の一環として設置され、2009 年までに全国に 15 カ所が建設された。保税区は国家国務
 
















大連開発区高新技術園区(2008 年) と大連双 D ポート(2010 年)は高新技術産業開発区に













113 陳, 2010, 同上書, 55 ページ。 
114 陳, 2010, 同上書, 56 ページ。 
115 陳, 2010, 同上書, 55 ページ。 
116 陳, 2010, 同上書, 56 ページ。 































118 陳, 2010, 前掲書, 57 ページ。 
119『新商報』, 2008 年 10 月 29 日,「67 家世界 500 強企業、落戸中国第一開発区」。  
120 陳, 2010, 前掲書, 294 ページ。 
121 陳, 2010, 前掲書, 300 ページ。 
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図表 1－8 工業開発区の計画年代、類型、所在地 








日本工業団地 1992 工業生産 黒山村 
鵬振工業城 1992 工業生産 馬橋子村 




模具工業区 2007 工業生産 黒岩村 
新材料工業区 2007 工業生産 黒岩村 
倉庫 
流通 
大連保税区 1992 保税倉庫、貿易、販売、展示 風岩村 
大連大窖湾保税港区 2006 保管、物流のための簡単な加工、展示、配送 馬橋子村 
ハイ 
テク 
大連双 D ポート 2008 バイオ、ハイテク業の工業生産 馬橋子村 










臨港工業園区 2007 石化産業、船舶産業などの工業生産 大孤山村 
城北工業区 2007 車部品の工業生産 得勝村 
汽車部品園区 2007 車部品の工業生産 得勝村 




新興工業都市は 2009年末 52 カ所があり、2011年には 131 カ所まで増えた。2010年の GDP
は広州経済技術開発区が 1617.83 億元、天津技術開発区が 1545.86 億元、昆山技術開発区
が 1201.67 億元、大連経済技術開発区が 1200.12 億元、青島経済技術開発区が 1038 億元で
ある 122。GDP の順位から大連開発区は 131 カ所の内 4 位である。 
大連開発区の工業生産開発区は多数の外資企業が誘致されている。例えば大連開発区の
建成区では 1987 年日本マブチモーター株式会社大連開発区子会社、1989 年日本カメラキ
 




年日本 JX 日鉱日石油エネルギー株式会社大連開発区子会社、1993 年日本東芝株式会社大
連開発区子会社などが開業した 123。2004年に建成区の工場数は1985年からの累計社数519
社で、国別内訳は日本企業 266 社、香港・台湾企業 84 社、欧州企業 71 社、韓国企業 61、
国内企業 22 社、そのほかの外国企業 15 社であった 124。図表 1－9 は 2004 年までの稼働す
る企業累積数の国籍別割合であるが、国内企業数はほんの 4%にすぎなかった。 
 
図表 1－9 国別工場占める割合 
 
出典：大連経済技術開発区志』編集委員会編, 2006 年,『大連経済技術開発区志 1984-2004』遼寧人民出版
社, を参考にし筆者作成。 
 
それらの工場の生産内容を見ると、紙製品製造 14 社、プラスチック・ゴム製品製造 32
社、木造製品製造 26 社、化学製品製造 24 社、建築製品製造 32 社、食品製造 49 社、繊維
製品製造 94 社、コンピュータ部品や端末機部品、電子部品、電気製品の部品といった機械







123 王国棟, 2011,『踏歌而行 25 年―大連開発区 1984-2009』大連出版社, 23－32 ページ。 
124『大連経済技術開発区志』編集委員会編, 2006 年,『大連経済技術開発区志 1984-2004』遼寧人民出版社 
123－143 ページ。 



















表 1－10 は 2000 年から 2011 年までの年間投資会社数と外資投資額の推移である 126。投資
会社数を見ると、2000 年に 74 社の増加だったものが、2005 年に 181 社の増加となり、ピ
ークを示している。その後 2007、2008、2009 年には増加の勢いが鈍化し、79 社から 65
社の間に推移しているが、2010 年・2011 年になると 2 年連続新たに 112 社が投資してい
ることが分かる。 















126 大連開発区 2000 年から 2011 年各年統計公報, 大連開発区ホームページ http://www.dda.gov.cn, 2013
年 8 月 9 日検索。 
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
投資会社(社) 74 66 131 131 105 181 117 79 65 74 112 112






















図表 1－11 北方企業配套中心の地図  
 




生活の場は同じ区域内にある。図表 1－11 が示したのは 22 社の企業が生産を行っている賃





働者宿舎は独身の若者のための 8 人－10 人の相部屋で、家族と一緒に生活することはでき
ない。それに対して、双 D ポートに隣接する大連金港企業配套園区(大連金港産業部品セン










してあげられるのは K 工場の金光宿舎である(図表 1－12 左)。大連開発区の東側、東北六
番街付近に位置している。K 工場まで通勤バスが通っていて 15 分ほどの距離である。金光
宿舎の出入り口、各寮の入り口には管理人がいて人々の出入りは管理されている。ここに
は 4 棟のビルがあり、1 棟は男性寮で、3 棟は女性寮である。建物は 6 階建てで各フロアに
32 部屋があり、一部屋には 8 人～10 人くらいが居住している。概算すれば、K 工場の金光








127 大連開発区北方企業配套中心ホームページ, http://www.detainvestment.com, 2013 年 11 月 5 日検索。 





図表 1－13 2000 年‐2011 年労働者数と第二次産業従事者数の推移(万人) 
 





る割合に注目すると、2000 年 68.4%、2001 年 73.3%、2002 年 77.1%、2003 年 76.7%、
2004 年 85.1%、2005 年 85.2%、2006 年 83.4%、2007 年 86.5%、2008 年 81.7%、2009
年 85.5%、2010 年 79.9%、2011 年 81.3%となり、大多数を占めていることが分かる。すな












口普査事務室編, 2012,『金州新区 2010 年人口普査資料』 金州新区人口普査事務室, を参照にし筆者作成す
る。なお、流動人口は大連開発区の郷、鎮、街道以外の地区の戸籍で、半年以上の在住者と定義している。 
2000
年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
年間従事者数 9.8 9.96 10.5 11.6 13.12 14.97 16.37 17.66 18.6 19.3 23.4 25.6














図表 1－14 大連開発区の流動人口者数と出身地分布 
出身地 人数(万人) 全体の割合(%) 
遼寧省 13.80 22.15 
黒竜江省 6.00 22.05 
吉林省 2.46 9.06 
山東省 0.75 2.33 
内モンゴル自治区 1.25 3.66 
そのほかの省の合計 7.88  24.5 
合計流動人口総数 32.14 100% 
 出典：大連経済技術開発区志編集委員会編, 2006,『大連経済技術開発区志』遼寧人民出版社。／金州新




てみよう。2010 年では 32.14 万人の流動人口の内、農村戸籍人口は 22.37 万人、非農村戸









2013 年まで大連開発区の街中には数多くの学校が設立されているが、その内、大学 8 校、
高校 5 校、中学校 11 校、小学校 22 校がある。それに対して民間学校は累計 88 校もある 131。
民間学校はオフィスビルの一室や商業施設の中のテナントなど分布している。一つの典型
 
130 金州新区人口普査事務室編, 2012,『金州新区 2010 年人口普査資料』 金州新区人口普査事務室, を参
照にし筆者作成。 









校の内 9 校が工業生産に必要とされる知識や技術を教えるために開講されているのである。 
 


































基本月給 1950 元。 
職種：品質管理員、性別：男女不問、年齢：18 歳～35 歳、学歴資格等：コンピュータ 
熟練者、大専以上、賃金：基本月給 2500 元 
職種：ドライバー、性別：男性に限る、年齢：20 歳～40 歳、学歴資格等：学歴不問、 
ドライバー経験 4 年以上、賃金：基本月給 3500 元 
 
T モーター(大連)有限公司： 
職種：秘書、性別：男女不問、年齢：18 歳～35 歳、学歴資格等：専門卒以上、容姿端 
麗、オフィスソフト操作熟練、賃金：基本月給 2000 元くらい 
 
K 国際貿易有限公司： 
職種：ライン生産、性別：男性に限る、年齢：18 歳～35 歳、学歴資格等：大連市金州 
区・開発区の都市戸籍優先、身体健康、頭脳明晰、不良趣味なし、ルール順守、中卒以
上、賃金：基本月給 1800 元 
 




大歓迎、賃金：基本日給 80 元 
  
A(大連)有限公司： 
職種：生産労働者、性別：女性に限る、年齢：40 歳以下、学歴資格等：裸眼 1.2 以上、 
三交替シフト制ができる者、既婚・子持ち優先、賃金：基本月給 2000 元くらい 
 
大連 G 工業有限公司： 
職種：ライン生産、性別：男性に限る、年齢：45 歳以下、学歴資格等：責任感が強く、 











「月給 1600 元から 2500 元」程度の安い値札が付けられていることである。つまり、良質
で安価な賃労働者が求められているのである。 





























ットカフェなどの娯楽施設も多くあり、これらについては第 3 章で述べることにする。 
ここでは五彩城から述べる。五彩城の変化には多くの商業、娯楽施設の開業や展開が関
連していた。90 年代初期から 2000 年の間に大商商場、開発区商場、友誼商場、金瑪商場
が開業され、2000 年以降に安盛デパート開発区店と麦凱楽デパート開発区店が開業された。 
五彩城は、1988 年 6 月に建設が始まり、1989 年 9 月に商業施設ブロックが完成し、1993
年に飲食施設 (美食村)、西遊記宮・冒険宮の娯楽施設が完成、1995 年末に全体的完成を見
た。商業施設の開業当時、平均毎日 3－4 万人が来場し、全国 11 省の企業 500 社が営業所
や代理店を開いていた。扱われる商品は類を網羅しており、日用用品、文化用品、工芸美
術品、電器、ファッション、食品など、全国各地の土産品や記念品も販売されていた。1993






により構成されており、最高層の建物は 4 階建てである。中心広場は、A B C D E F G H J 
K M の 11 か所のブロックが分けられていた(図表 1－16 左)。中心広場を置き、その周りに
配置された各ブロックは 3 つの機能をもっていた。すなわち西側と東側のブロックは商業
機能をもち、南側は娯楽機能、北側は飲食機能を持っている 135(図表 1－16 右) 。 
 
図表 1－16 五彩城商業エリア平面図 
   
出典：李相潔 , 2004 年 , 「大連開発区五彩城商業観光区都市形態変遷研究」豆丁ネット









134 李相潔, 2004 年 6 月,「大連開発区五彩城商業観光区都市形態変遷研究」豆丁ネット
http://www.docin.com/p-200237202.html , 17 ページ。 
135 李, 2004, 同上論文, 17 ページ。 













造られた 137。80 年代には全国各地の優れた商品を展示し、1986 年に開業した長春路商店
(1995 年に開発区商場としてリニューアルオープン)のほかに他の商業施設がまだ開業され


















































138 法律教育ホームページ, http://www.chinalawedu.com/, 2013 年 6 月 21 日検索。 





























を中心とする大連開発区が計画され、建設されていった。1995 年日本社会党から 500 株の
桜が送られ、「賞桜亭」が建てられた。しばらくの間、砲台山は日中友好のシンボルであり、
 
140 国家林業局ホームページ, http://www.forestry.gov.cn, 2013 年 8 月 9 日検索。 










2000 年以降大連開発区管理委員会は全長 73 キロメートルの大連開発区の海岸線のうち、
「南垞子」143と呼ばれていた海岸線を泊石湾人工ビーチとして開発した。そこは以前から



















142 王, 2009, 前掲書, 67－68 ページ。  
143 王, 2009, 前掲書, 41 ページ。 











翠竹小区、青松小区、西山小区などがある (図表 1－17 左)。これらとは対照的に、海岸に




型的なゲーティッド・コミュニティである(図表 1－17 中)。 
 

































































大連開発区はまた前述した通り、2013 年現在教育施設のうち、民間学校 88 カ所のほか

















































































『人間社会研究第 15 号』, 100 ページ。 
147 グーグルマップ https://maps.google.co.jp/ 2013 年 10 月 17 日, を参考にし筆者作成。 
148「大連医科大付属第一病院金州新区医療中心起動」、新浪ニュースホームページ、
http://news.dl.soufun.com/ 2013 年 6 月 10 日検索。 
































150 グーグルマップ, 前掲ホームページ, 2013 年 10 月 17 日, を参考にし筆者作成。 













歴史、現在、未来を展示している。7 エリアに分けられて、1 受付、2 ホール、3 歴史区、4
企画区、5 未来企画区、6 観光区、7 持続可能発展区となっている。大連開発区企画展覧館

































して舞台劇や音楽、マジックショーなどの演出が開きれている。2013 年 12 月の舞台劇
「Home Alone」、音楽会「Messmer, Pierre 独奏局」・「カナダストリングカルテット」など







第 4 節 生産空間と消費空間と消費者化 
この章では、「大連開発区の人々は、どのように消費者化になったのか」の問いを掲げて、
「価値実現空間の生産と消費者化」について見てきた。大連開発区の所在地は 1983 年 10
 
153 大連天健ネット http://www.runsky.com/ 2013 年 6 月 13 日検索。 
154 中華人民共和文化部 http://www.ccnt.gov.cn/ 2013 年 6 月 21 日検索。 
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『人民日報』の第Ⅰ期、1949 年から 1982 年の間には消費を否定する論調となり、その間
の人民公社生産大隊であった農村、漁村には商業施設と呼べるのは、供銷社だけであった。
1983 年から 1998 年の『人民日報』の第Ⅱ期の前期では、消費を肯定する論調が出てきた
が、この間大連開発区では商業施設が開業し、増強した傾向を示したものの、まだわずか
な商業施設と居住施設など建設されただけであった。『人民日報』における第Ⅱ期の後期


























本章では 3 節に分けて、このことを述べていく。第 1 節では OL 階級と女工階級の二分
化について整理する。その際に、農村地区出身の女子労働者は、就学や就職のために地域
移動をし、大連開発区で職を求めるまでの過程における相異が階級分化を決定づけている











背景として、最後に、第 4 節で OL 階級と女工階級のそれまでの商業施設利用体験の相違
として説明する。 
 
第 1 節 OL と女工の階級分化 













図表 2－1 インフォーマントリスト 
回数 番号 名前 生年 学歴 職種 月収 出身地 
 
経由地 到着年 





2 T 玉秋 1968 中学 作業員 1500 遼寧省大連開発区 
(元大連市金州県董家溝村） 
― ― 
1 回 3 Y 双 1993 中学 作業員 1700 遼寧省鞍山市岫岩県新甸鎮教場溝 ― 2008 
4 W 月美 1991 中学 作業員 1700 内モンゴル自治区赤峰市元宝山区 
元宝山鎮 
― 2008 
5 W 威 1991 高校 作業員 1700 内モンゴル自治区興安盟フフホト市 
勝利西街 
― 2011 
6 W 立波 1990 中学 作業員 1700 遼寧省朝陽市朝陽県六家子鎮 ― 2008 
7 Y 麗君 1990 中学 作業員 1600 遼寧省庄河市太平嶺郷 ― 2008 
8 Z 時琳 1988 高校 作業員 1500 遼寧省庄河市光明山鎮 ― 2006 
























2 回 13 S 楠 1988 職高 作業員 1700 遼寧省鞍山市岫岩県営子郷 山東省丹東市 2005 
14 K 麗 1978 職高 作業員 2000 遼寧省営口市蓋県太陽昇鎮 大連市瓦房店 1997 
























































1. OL 階級と女工階級 
 女子労働者の内、企画、営業、通訳、会計のような管理・事務的な仕事、あるいは教師、




図表 2－2 地域移動回数と社会階級分化 
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 OL 階級 女工階級 
地域移動 0 回 0 2 
地域移動 1 回 1 9 
地域移動 2 回 ― 4 
地域移動 3 回 4 ― 
地域移動 4 回 2 1 
合計 7 16 
 
地域移動回数が 3 回、4 回になると、OL になる傾向が強く、逆に地域移動回数が 0 回、
1 回、2 回になると、女工になる傾向がある(図表 2－2)。なぜこのような傾向になるのかを
明らかにするために、地域移動回数と学歴、地域移動回数と収入額に注目する。 
 
図表 2－3 地域移動回数と収入 







地域移動 0 回 2 0 0 0 0 
地域移動 1 回 8 1 0 1 0 
地域移動 2 回 3 1 0 0 0 
地域移動 3 回 0 2 1 0 1 
地域移動 4 回 1 0 1 0 1 




3000 元未満が多く、特に 2000 元未満に集中している。他方、地域移動回数が 3 回、4 回
の者は 3000 元以上 5000 元以上を得ている。すなわち地域移動回数が多い者ほど収入の上
昇が見られる。 
 
図表 2－4 地域移動回数と学歴 
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 中卒(小卒も含む) 高卒(職業高校含む) 大卒(成人大学含む) 
地域移動 0 回 2 0 0 
地域移動 1 回 6 3 1 
地域移動 2 回 0 4 0 
地域移動 3 回 0 1 3 
地域移動 4 回 1 0 2 























図表 2－5 地域移動の目的と社会階級分化 
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地域移動回数 地域移動目的 OL 階級 女工階級 
地域移動 0 回 地域移動なし ― 2 
地域移動 1 回 就職 1 9 
地域移動 2 回 就学→就職 ― 4 
地域移動 3 回 就学→就職→就職 1 ― 
就学→就学→就職 3 ― 
地域移動 4 回 就職→就職→就職→就職 ― 1 
就学→就学→就学→就職 1 ― 
就学→就職→就職→就職 1 ― 
合計 7 16 
 
(1) 地域移動 0、1 回の者の事例 
地元出身の者は図表 2－1 で示したケース 1 の G 玉潔とケース 2 の T 玉秋である。2 人は
1970 年生まれと 1968 年生まれで、子供の時に社会主義計画経済期を体験していた。T 玉
秋は中学を卒業した後、元生産大隊の昆布の養殖場で半年間働いた。当時の生産大隊では
仕事をする場所が少なく、養殖場での仕事を辞めたあと、しばらくの間無職であった。22
歳(1992 年)になってようやく外資企業で月 200 元のライン生産労働に従事する仕事が見つ
かった。G 玉潔も同じく中学を卒業した後、大連開発区に新しくできた宿泊施設で従業員
として、しばらくの間働いたが、結婚して仕事を辞め 33 歳(1999 年)まで主婦をしていた。
その後子供が大きくなったので、外資企業のライン生産労働に再就職した。 
出身地から直接大連開発区へ来て就職したのは 10 人だった。ケース 3、4、6、7、12 の
5 人が中卒で、中学中退はケース 10 である。また、ケース 5、8、9 の 3 人が高卒で、ケー
ス 11 は成人大学卒業である。中卒、中学中退の 10 人の内、1970 年代生まれは 3 人、85
年～93 年に生まれたのが 7 人であった。10 人の出身地は遼寧省 5 名、黒竜江省 3 名と内モ
ンゴル自治区が 2 名であった。大連開発区での仕事はいずれも外資企業で生産ライン作業
員や班長である。1973 年生まれ(39 歳)のケース 11 P 麗峰は大学卒で、外資企業の科長で
あり、月給は 4000－5000 元である。1970 年生まれの(42 歳)M 艶波は副主任で、月給が 2000
元以上であるが、他の 8 人は 2000 元未満であった。職種によって月給はだいたい決まって











大卒の資格を得た。その後 5 年もかからないうちに係長になり、2012 年に科長にもなれ
た。それにより収入も増え、4000 元から 5000 元になった。 
 
ケース 12 の M 艶波は、1970 年生まれ、遼寧省大連市庄河県(現在庄河市)出身である。





この 2 人のうち、P 麗峰は地域移動した後社会階級、収入の上昇が見られたが、ここでは
成人大学卒業した P 麗峰は高い学歴を獲得したと見なさない。成人大学の制度は緩く、入
試なしで入学させ、大卒に準ずる科目単位を取得しないで、卒業証書を交付される場合も
多いので高学歴とはみなしにくい。そうすると P 麗峰は職種上 OL に分類されたが、実際
には高学歴を獲得せず、OL 階級に属していないと分類することができる。もう 1 人の M
艶波はライン生産の作業員よりすこしだけ地位が上昇したものの、収入の増加はあまりな
い。他方 1979 年や 80 年代後期に生まれた者はライン生産の作業員や班長で、8 人のうち 4
人が大連開発区での外資企業間の転職体験を持っている。 
 
ケース 3 Y 双は 1993 年生まれ、遼寧省鞍山市岫岩県新甸鎮教場溝の出身：姉が大連開
発区の外資企業に勤めていたので、2008 年に中学卒業後ここで就職した。最初の半年間






ケース 5 W 威は 1991 年生まれ、内モンゴル自治区興安盟フフホト市勝利西街の出身：
家族 4 人構成で、弟が一人いる。彼女は中学卒業後、一年間専門学校に通ったが、学校
に通って卒業しても、仕事が見つからないと思って、2011 年に大連開発区に来た。最初
の仕事は D パソコン工場で組み立て作業の仕事をしていたが、半年もたたないうちに KA
カメラ工場のライン生産の仕事に転職した。 
 





と、前より賃金の高い KA カメラ工場のライン生産に従事することになった。 
 
ケース 7 Y 麗君は 1990 年生まれ、遼寧省庄河市太平嶺郷の出身：同級生や周囲の若い
女子の多くが大連開発区に働きに行ったので、自分は彼女らに劣らず仕事もできると思
うので、大連開発区で KA カメラ工場に就職した。3 年もたたないうちに KO カメラ工場
のライン生産の仕事に転職した。給料がすこしだけ高かったからであった。 
 
この 4 人はよりよい収入を得るために少なくとも 1 回転職してきたが、月給の額に若干
変化はあるものの階級の変化はなかった。彼女らに対してケース 9、10 は転職する体験は
なく、社会階級の変化も少ないが、ライン生産作業員のなかでは班長や契約社員になれた。
ケース 9 の M 婷は 1985 年生まれ、黒竜江省チチハル市光栄路出身で、出身地から大連開
発区に来て、8 年間(2012 年当時)同じ会社に勤めて班長となり、ケース 10 Y 秋は 1979 年
生まれ、黒龍江省大慶市二井郷の出身で、大連開発区に来て同じ会社に勤めて 5 年(2012 年
当時)で契約社員になった。残りの 2 人のうちの 1 人は 3 カ月かけてようやく探せた仕事な
ので安易に転職したくないケース 4 W 月美、もう 1 人は最近会社が楽な仕事を回してくれ
たので、転職しなくてもよいと考えているケース 8 Z 時琳である。 







(2) 地域移動 2 回の者の事例 
2 回移動した者の 4 人は「就学―就職」パターンで、共通している。ケース 13、14、15、
16 の 4 名で、いずれも遼寧省出身で、学歴は職業高校卒である。70 年、73 年に生まれた
40 代の 2 人は外資企業で作業班の班長であり、月収 2000 元以上であるのに対し、78 年、
88 年生まれの 2 人は作業員で月収が 1700－2000 元程である。 
 
ケース 15 T 洪梅は 1973 年生まれ、遼寧省大連市旅順口区の出身：彼女は大連市金州
県(現在金州新区)の服飾工場に附属する職業高校を卒業して、その服飾工場に就職した。
社内結婚をしたため退職し、2011 年大連開発区の KO 外資企業に就職し、ライン生産労
働に従事している。 
 
ケース 16 G 玉紅は 1970 年生まれ、遼寧省大連市庄河市黒島鎮玉皇山村の出身：大連
市内の職業高校を卒業した後、そこに立地する国営企業である大連陸軍の食堂で月 50－






ケース 13 は 1988 年生まれ、ケース 14 は 1978 年生まれである。ケース 13 の S 楠は出
身地である遼寧省鞍山市岫岩県営子郷で中学を終えたあと、北京で美容師をする姉の支援
を得て、山東省丹等市職業高校で学んだ。卒業後故郷に近い大連開発区の外資企業に就職
した。ケース 14 の K 麗は出身地である遼寧省営口市蓋県太陽昇で中学を卒業したのち、他







婚者 3 名、未婚者 1 名である。既婚者は 3 人とも専業主婦の体験を持ち、その内、G 玉紅
は私的経営者としての経験をもっている。現在この 4 人は全員外資企業の生産ラインで働




(3) 地域移動 3 回の者の事例 
 3 回地域移動した者の 4 人の内、「就学―就職―就職」のパターンが 1 名、「就学―就学
―就職」のパターンが 3 名で、少なくとも一回就学のために地域移動をしている点で共通
している。遼寧省の出身が 3 名で、黒竜江省の出身が 1 名である。学歴は 4 人の内 3 人が
大卒で、もう 1 人は中専卒であるが、会計士の資格を持っている。職種をみると、外資企
業の企画や計理士、大学教員、銀行員である。4 人の月収を見ると最低 2000 元から最高 20
万元にもなり、差が大きい。年齢から見ると 20 代後半から 30 代後半に集中している。 
 































(4) 地域移動 4 回の者の事例 
4 回地域移動した者は 3 人である。その内「就職―就職―就職―就職」の移動体験者が 1
名、「就学―就学―就学―就職」の移動体験者が 1 名、「就学―就職―就職―就職」の移動
体験者が 1 名である。3 人とも遼寧省大連市の農村出身で、1 人は外資企業の作業員をして
いる。あとの 2 人は大卒で外資企業で通訳や買付係をしている。月収は高く 3000 元以上に
なっている。 
 
ケース 22 X 海燕は 1976 年生まれで、遼寧省大連市瓦房店県泡崖郷の出身：中卒後に、
大連開発区の月給 130 元の日系工場でライン生産労働に従事した。2000 年に、月給が










ケース 21 Z 琨は 1980 生まれで、遼寧省大連市庄河栗子房鎮の出身：日本語を勉学す
るために大連市甘井子区、大連市金州区へ 2 回の地域移動をし、2002 年に日本へ留学し
た。2006 年大学卒業後大連開発区の外資企業で通訳の職業に就き、2011 年になると日系




ケース 23 の L 剣婕は 1983 年生まれで、遼寧省大連市甘井子区栾金村の出身：出身地
で高卒の後、2001 年遼寧省瀋陽に立地する遼寧大学に進学した。卒業後 2005 年上海開
発区で月給 2000 元の外資企業に就職し、2007 年に同じく上海開発区の外資企業に転職
し月給 4500 元を得た。2009 年大連市に戻り、月給 3600 元の事務職を勤めたが、2011
年に大連開発区の月給 5300 元の外資企業に再転職した。 
 











OL 階級は 6 人の内全員大連開発区都市戸籍を獲得したに対して、女工階級の中に獲得した
者もしていない者もいた。なぜそのような傾向になるのかについて具体的に戸籍獲得の手
段を見る必要がある。 
図表 2－6 都市戸籍の獲得状況と社会階級 
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戸籍変更 女工階級 OL 階級 
農村戸籍変更なし 13 ― 
農村戸籍(他地方都市)→大連開発区都市戸籍 4 6 
合計 17 6 
 
(1) 女工階級と戸籍変更なし 
Y 双、W 月美、W 威、W 立波、Y 麗君、Z 時琳、Y 秋、M 艶波、S 楠、K 麗、X 海燕、
T 洪梅、G 玉紅の 13 人は出身地から地域移動し、就職により暫定戸籍を獲得したが、戸籍
が変えられず暫住人口である。 










都市と農村の間の「暫住人口」として位置づけされる。2011 年に X 海燕は出身地に戻り、






































































(3) OL 階級と都市戸籍の獲得 
Z 琨、Y 陽、X 麗氷、J 琳、Z 暁艶の 5 人は「高端人材」であるため、大連開発区の戸籍
を獲得した。Z 琨、Y 陽、X 麗氷、J 琳は大学卒で管理的・事務的な就職をし、大連開発区
の戸籍をもらえた。また国家資格を獲得し、開業して都市戸籍を獲得したのは Z 暁艶であ
る。2013 年 3 月 1 日に実施した「大連市戸籍申請基準(大連市戸籍準入規定)」158の第 2 条
によると、「高学歴人材導入(引进人才落户)」の中に、一年以上雇用された会社を通して、
 















第 2 節 OL 階級と女工階級の消費空間 





は、それぞれ 1993 年、1995 年、1999 年、2001 年の開業である。また安盛ショッピング














番号 名前 主な利用商業施設 番号 名前 主な利用商業施設 
1 G 玉潔 開発区商場 17 J 琳 安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパート 
2 T 玉秋 開発区商場 18 Z 暁艶 安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパート 
3 Y 双 金瑪商場、大商商場 19 Y 陽 安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパート 
4 W 月美 金瑪商場、大商商場 20 X 麗氷 安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパート 
5 W 威 金瑪商場、大商商場 21 Z 琨 安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパート 
6 W 立波 金瑪商場、大商商場 23 L 剣婕 利用しない 
7 Y 麗君 金瑪商場、大商商場    
8 Z 時琳 金瑪商場、大商商場    
9 M 婷 金瑪商場、大商商場    
10 Y 秋 金瑪商場、大商商場    
11 P 麗峰 友誼商場、開発区商場    
12 M 艶波 開発区商場    
13 S 楠 金瑪商場、大商商場    
14 K 麗 金瑪商場、開発区商場    
15 T 洪梅 開発区商場    
16 G 玉紅 金瑪商場、開発区商場    































商店は 1986 年開業の開発区最初の商店で、従業員が 7 名、売り場の面積が 60 平方メート
ルしかなかったが、1987 年には売り場の面積が 200 平方メートルに拡大された。三輪オー
トバイで仕入れを行ったため、扱われる商品の品数がすくなかった。1993 年にビルを新築
し、1995 年にリニューアルして長春路商店を改名して開発区商場とした。その後 1997 年、




名産の栄養食品やたばこ・酒類、2 階から 4 階は婦人服、紳士服の売り場、とくにフォーマ








5 階建ての商業施設として開業したもので、地下 1 階に食品、1 階に工芸品・化粧品・文房
具、2 階におもちゃ・婦人服・靴、3 階に婦人服・紡績用品、4 階に厨房用品・事務用品、








159 開発区商場ホームページ http://www.dlkaishang.cn/ 2012 年 12 月 11 日検索。 
160 友誼商場ホームページ http://www.dlyy.com.cn/html/ 2013 年 9 月 1 日検索。 
161 大商集団ホームページ http://www.dsjt.com/ 2012 年 12 月 11 日検索。 






























































図表 2－12 麦凱楽デパート大連開発区店 
 































る商品を眺めながら歩けるようになっている (図表 2－13 左)。 
  






















































が OL 階級の消費と結びつけられていくのかは、3 節の終わりに、合わせて論じることにす
る。 
 










































1988 年 7 月から 1995 年 1 月の間に「社会生活―衣食住行」という名のコーナーの中で、
衣服消費に関する記事は 1988 年 7 月 21 日、美容に関する記事は 1989 年 1 月 5 日から掲














「海燕」、1991 年には広州の「耐丹」、1993 年にはアメリカの CK(カルバン・クライン)、
1994 年には香港の「AAA」が紹介されえちる。また大連市の「今日」「蝙蝠」(1995 年)、
「創世」(1996 年)、「鵬運」「虎豹」(1997 年)といった銘柄も紹介されるようになった。 
これらの銘柄商品は 1994 年までは主に産地、品質について紹介されていたが、既成製品
中の一般商品、手作り品とは全く別の扱いがされていた良品として掲載された。それは既















一週間でやぶれた) 1995 年 1 月 15 日」、「羊毛含量明明白白亮出来(ウールの成分が分かる






事は「健康食事の歌 (1989 年 3 月 2 日) 」、「健康のために朝水一杯(1989 年 10 月 5 日)」、
「免疫力とシャワー(1990 年 9 月 1 日)」、「化粧品と顔部化学中毒(1995 年 3 月 23 日)」な
どの記事があげられる。医学の視点からの美容記事は「顔の傷の整形 (1989 年 3 月 2 日) 」、
「毛の多い女性の悩みを解決する内分泌専門家 (1989 年 6 月 29 日) 」、「海政病院、美容科
の設立 (1990 年 3 月 15 日)、」「病気と美容両立 (1992 年 3 月 21 日) 」などがあった。そ






図表 2－15 シワの形成と防ぐ方法 (1991 年 7 月 18 日)           
 
 














1995 年 1 月 5 日になると、「社会生活―衣食住行」は終了し、代わりに「消費圏」コー

















心地よく値段も高くない着方) 1996 年 4 月 3 日」、「身穿‘牛仔’好自在(自由自在の＜ジー
ンズ＞) 1996 年 4 月 17 日」、「女性的另一种‘服饰’(女性のもう一つの＜服飾＞) 1996 年 5




「买料做衣多，裁缝生意红火(布生地を買って、裁縫ビジネスが大忙) 1996 年 3 月 27 日」、






き残りが難しい 1997 年 3 月 19 日)」「服装加工费离谱了(服装加工の手数料が高すぎ)1997




図表 2－16 ルイ・ヴィトン広告 (1997 年 11 月 5 日) 
 
 
そのような傾向の中でラグジュアリーブランドが登場した。1997 年 11 月 5 日にルイ・












1998 年 4 月 12 日になると「消費圏」は「服飾風景」になり、衣服消費と美容消費の記






たを作るポイント)」の 5 つの記事がある。その中で衣服消費の記事は 3 件、美容消費の記
事は 2 件であった。 
「特殊体型的着装(特殊体型の衣服の着こなし) 1998 年 6 月 21 日」、「矮个女性巧装饰(背
が低い女性の衣服着方) 1998 年 7 月 12 日」といった記事は、太ったり小さかったりの体型
者の人に対し、女性美について提案した。「塑造自然的气质(自然な感じの衣服の着方) 1998




美容消費では 1998 年 4 月 12 日から沙先生エステ・サロンが美容消費に関する広告を載
せるようになった。それは「吸脂减肥，速效苗条(脂肪吸引手術、素早くダイエット) 1998






(2) OL 型消費スタイルとしての衣服、美容消費 





「衣风格风格独特(＜衣服風格＞スタイル独特) 1999 年 11 月 21 日」、「大连的名牌看过来
(大連の銘柄) 2000 年 10 月 1 日」など国内銘柄の衣服に関する記事は、地元の繊維工場の
経営者や衣料品デザイナーが職業女性／男性に向けて、メッセージや広告を発信したもの
であった。例えば「休闲与意见钟情(カジュアルに一目ぼれ) 1999 年 1 月 31 日」、「职业女
性的最佳服饰(職業女性の服飾) 1999 年 4 月 4 日」、「女性夏日着装五忌(女性夏日着方の悪い
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五例) 1999 年 6 月 12 日」、「自己学会组合套装(自分で服の着こなしを学べる) 2000 年 1 月




数はわずか 1 件だけであった。1999 年以降になると、ルイ・ヴィトンやグッチ、アルマー
ニなどのラグジュアリーブランドの経営者は、それぞれの歴史・由来・ファッションショ




た。「纪梵希发布 1999男士秋冬时装(ルイ・ヴィトン 1999 男性秋ファッションを発表)1999
年 10 月 3 日」、「迷人的 2000年春夏女鞋(魅力的な春夏女性靴：ルイ・ヴィトン) 2000 年 3
月 26 日」、「旅途感动与和谐 (旅の鼓動と同調) 2000 年 8 月 13 日」、「奢华的回归(奢侈の回











1999 年 6 月 12 日「大型脉冲激光在美容上的应用(大型レザー機器を美容に応用する)」 
1999 年 6 月 20 日「胚胎活细胞的注射(胚胎活細胞の注射)」 
1999 年 8 月 29 日「超声波美容机治疗痤疮(超音波美容機器でニキビ肌を治療する)」 
1999 年 12 月 5 日「电脑美容引导时尚(コンピュータ美容は流行を導く)」 
2000 年 2 月 20 日「微波除皱(マイクロヴェーブによる顔のしわの解消)」 
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1999 年 5 月 30 日「怎样消除黑色素斑带来的烦恼(どのようにしてシミの悩みを解決する
のか)」 
2000 年 4 月 30 日「瘦了难再肥(一度痩せたらリバウンドしない)」 







1999 年 3 月 21 日」、「睡眠养颜(睡眠美肌方法)1999 年 8 月 15 日」、「美容也应持之以恒(美
容は根性が必要である) 1999 年 10 月 3 日」、「运动休闲的化妆(スポーツする時の化粧方法) 
2000 年 5 月 7 日」などの記事内容から、女性は朝から晩までの日々の日常、スポーツの際
まで常に「美」を意識して美容の消費をすべきであると促していることが読み取れる。さ
らに「世界名模的饮食美容法(世界有名モデルの飲食美容方法) 1998 年 11 月 8 日」、「美女养
颜秘方(美女の美容秘訣) 1999 年 3 月 7 日」などの記事は世界的有名モデル、テレビスター
をモデルとして、美しい女性の美容消費が紹介された。 
 以上のように「服飾美容」コーナーでは美しい女性になるための美容消費に関する記事
が掲載されたが、まだ OL 型消費スタイルとの関係性が薄かった。 
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2000 年 12 月 31 日に「服飾美容」から「時尚(流行)」へ、2002 年 1 月 4 日から 2003 年













2001 年 11 月 25 日 Calvin Klein Jens 大连(CK ジーンズ大連出店へ) 
2002 年 7 月 26 日 2002年秋冬世界共此潮(2002 年秋冬世界と共にファッションナブル) 
2002 年 12 月 6 日大牌抢滩大连(2002 ラグジュアリーブランド相次ぎ出店へ)  
 







2003 年 4 月 25 日「Hermes 永不落伍的时尚(永旧不滅の流行：エルメス)」 
2003 年 9 月 19 日「圣迪奥黑白精彩(ディオール：黒と白の素晴らしさ)」 
2004 年 11 月 26 日「大连探秘卡地亚(カルティエ：大連で秘境を探求する)」 
2006 年 4 月 7 日「高雅简洁 香奈儿(シャネル：エレガントで簡潔である)」 
2006 年 7 月 28 日「品牌故事-Tiffany(ティファニーのブランド物語)」 
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2007 年 2 月 9 日「Burberry的经典格子(バーバリー、クラシックなチェック柄)」 







ところで 2002 年にはホワイトカラーの新たな現代女性、つまり OL の消費スタイルが提
案された。「白领时尚消费排行榜(ホワイトカラーのファッション消費ランキング) 2002 年 1






















砂漠より太陽、海、ビーチの方を魅力的だと感じる(2002 年 1 月 18 日)。 
 
























されつづけている) 2004 年 3 月 26 日」、「大商运动休闲(大商商場のカジュアル・スポーツ













(2002 年 1 月 25 日) 
ホワイトカラー―仕事と共に綺麗になる：仕事の環境を利用し、仕事中は健全な飲食習
慣を養う。一日三食をきちんととり、水ボトルを常に持つ。食事でストレスを発散しな
い、一人で食べない、腹八分目を守る……(2002 年 5 月 17 日) 
春にはダイエット：酸素運動、周 4・5 回のジョギング。毎回 30 分から 60 分の縄跳び、







































して、2006 年 3 月 3 日の記事「女性花の如く」を示しておく。この記事では、体、胸、顔、














































































ると安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパートの 2 つの複合型商業施設は、OL が手に入
れた美のための消費に対する欲求が満たされる空間として構築されていることがわかる。
























(1)  女工階級と商場型商業施設の選択 






るので、70 年代生まれと 80 年代以降生まれの者に分けて考察する。70 年代生まれは 6 名、
80 年代以降は 9 名いる。 





73 年生まれの P 麗峰は小学生のころ、国営農場の商店があったが、みなれた日常用品が
あるばかりで、自分で買い物をすることはなかった。供銷社があったことを思い出す者は
多いが、そこで買い物をした体験をもつ者(ケース 10 Y 秋)はいたが、記憶はないという者(ケ
ース 12 M 艶波)もいる。いずれにせよ、子供がとくにほしがるような衣服などがおいてあ
ることはなかったという。実際には供銷社は食品ぐらいで、商店としての機能はあまり果
























70 年代生まれの人たちの 90 年代の青年時代の消費体験を見てみよう。6 人の内 3 人は直
接大連開発区に来て、残りの 3 人は職業高校に進学したため、経由地で 3 年間過ごしてか
ら大連開発区へ来た。直接大連開発区に就職しに来た者の内、1 人は出身地で高卒になって
からの地域移動、残りの 2 人は地元で就職し結婚してから、2000 年以降の大連開発への地
域移動であるため、出身地での商業施設体験となる。経由地を経過した 3 人は大連市市内、
大連市金州区、大連市瓦房店での商業施設体験である。 









者がいた。ケース 11 P 麗峰は親戚が春節帰郷の時に紫色の生地で作られた中山装をくれた

















 この 6 人は 90年代に出身地での商業施設の体験と経由地での商業施設の体験の相異によ
り、消費習慣や消費意識に相異が見られた。出身地での商業施設だけ体験した Y 秋、P 麗
峰、M 艶波は消費習慣が形成されず、消費者化されていなかったが、経由地の品揃えがよ







前半に P 麗峰、90 年代後半に K 麗、G 玉紅、2000 年以降に Y 秋、M 艶波、T 洪梅が移動
してきた時期となる。 


























 次に 80 年代、90 年代生まれの 9 人の商業施設利用体験を見てみよう。2005 年以降直接
大連開発区に移動してきたケース 3 Y 双、ケース 4 W 月美、ケース 5 W 威、ケース 6 W 立
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波、ケース 7 Y 麗君、 ケース 8 Z 時琳、ケース 9 M 婷と、1 回経由地を経て大連開発区に
移動してきたケース 13 の S 楠、4 回経由地を経て大連開発区に戻ってきたケース 22 の X
海燕である。直接大連開発区に移動してきた 7 人の出身地では複合型商業施設がないどこ
ろか、商場施設自体がほとんどないのであった。Y 麗君、Z 時琳の出身地ではいまでも商場







































(2) OL 階級と複合型商業施設の選択 
複合型商業施設を利用する人たちは、生活していた地区、移動していた地区で複合型商
業施設、あるいはそれに類似する商業施設利用体験を持ち、大連開発区にきても複合型商
業施設を利用している。70 年代生まれのケース 19 Y 陽、ケース 20 X 麗氷、80 年代生まれ
のケース 17 J 琳、ケース 18 Z 暁艶の 4 人である。  








































体験を持つ Z 琨と Z 暁艶は大連開発区に移動してくると、商場型商業施設を利用すること
なく、複合型商業施設を利用した。 
87 年生まれの J 琳は少女期から商業施設が発達していた大連開発区で生活していたので、
早くから複合型商業施設に飛び込んでいたと考えられる。2000 年に大連開発区に移動して































































し、抑圧されていない状態に戻す。この 2 点については 2 節で述べる。 




















図表 3－1 紅星海世界観の位置 
 















図表 3－2 「幸福宣言」広告 
 
出典：新浪楽居 http://www.house.sian.com.cn, 2013 年 9 月 17 日検索。 
 




















































































図表 3－3 女工の利用する施設 
番号 名前 生年 婚姻 現住所 居住形態 利用する施設 
1 Y 双 1993 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設 
2 W 月美 1991 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設 
3 W 威 1991 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設 
4 W 立波 1990 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設 
5 Y 麗君 1990 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設 
6 S 楠 1988 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設、観光施設 
7 Z 時琳 1988 未婚 宿舎 作業員寮 商場型商業施設、娯楽施設 
8 M 婷 1985 既婚 大連開発区倚山里小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
9 Y 秋 1979 既婚 大連開発区小孤山小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
10 K 麗 1978 既婚 大連市金州区金紡小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
11 X 海燕 1976 未婚 大連開発区倚山里小区 暫住、親戚の家 商場型商業施設 
12 P 麗峰 1973 既婚 大連開発区倚山里小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
13 T 洪梅 1973 既婚 大連開発区環宇品閣小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
14 M 艶波 1970 既婚 大連開発区翠竹小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
15 G 玉紅 1970 既婚 大連開発区高城山小区 持家、7 階マンション 商場型商業施設 
16 G 玉潔 1970 離別 大連開発区小孤山 地元出身 商場型商業施設 




































し、2012 年には車も買った。M 婷の主人の D 純真は、有名大学卒で、大連開発区のドイツ














































































あり、また診療所 1 軒、携帯売り場 2 軒、その他に娯楽施設のビリヤード室 1 軒、ゲーム
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とされる。   













166 Ritzer, 2004, 前掲書,38 ページ。 
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(1) OL 階級の消費行動 




外資企業の企画課に勤務する 20 代の J 琳：安盛ショッピングセンター、麦凱楽デパート
の中の「ONLY」や「淑女屋」などの有名な銘柄が扱かわれる専門店を利用する。そこで

























































































































































ケース 17 の J 琳は 2010 年のインタビューの時、彼女は麦凱楽デパート開発区店内の値段
300 元‐400 元(価約 4000 円－5000 円)レベルの「ONLY」と「淑女屋」という専門店を好
んでいた。その時 J 琳は麦凱楽デパートで消費するのが「私のような若いホワイトカラー
の社会地位と一致しています」という。2012 年のインタビューの時には、彼女は麦凱楽デ





だということが読み取れる。OL 階級は常によりよい新しく、より上の OL 型スタイル消費
から降りれば、OL 階級に相応しくなくなるという消費意識下で行動するので、とういう意
味で決して楽なものでない。またこうのような消費意識化で行動している彼女は、常に上
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关于你的几个问题                         
Q1  氏名：           
Q2  性別：           
Q3  年齢： 
Q4   出身地：                
Q5  現住所： 
Q6   家庭構成： 
Q7   家人的職業： 
Q8   学歴:  
1  小学校：                      4  高校：           
2  中学校：                          5 大学： 
3  専門学校： 
              
Q9 就職歴： 
   1  職業：          職位：             就職年月：            月收入： 
      2 職業：          職位：             就職年月：            月收入： 
      3  職業：          職位：             就職年月：            月收入： 
      4  職業：          職位：             就職年月：            月收入：              
Q10  城市移动经历          
      1  都市名：        移動目的：        所在時間： 
   2 都市名：        移動目的：        所在時間： 
   3 都市名：        移動目的：        所在時間： 
   4 都市名：        移動目的：        所在時間： 
 
关于你在大连开发区日常生活的几个问题                
Q11 你什么时候来开发区的？ 
 




Q13  刚开始来开发区的时候会想家吗? 
 
Q14  开始在什么地方住的？ 
 
Q15  一个月的月租是多少钱？ 
 
Q16  开始住的地方周围有什么设施？ 
 
Q17  你利用过那些设施吗？ 
 
Q18  来开发区你就找到工作了吗？ 
 
Q19  你开始找到的那个工作厂房在什么地方？ 
 
Q20  那份工作厂房给你什么印象? 
 
Q21  你用什么交通工具去工作？ 
 
Q22  去工作的途中路过了什么地方？ 
 
Q23  工作的内容是什么？ 
 
Q24  开始的时候工作习惯吗？ 
 
Q25  对那份工作有什么不满吗？ 
 
Q26  那份工作有什么让你觉得学习到的东西吗？ 
 
Q27  那份一周工作几天？ 
 
Q28  开始的时候,你的工作餐吃的是什么？ 
 
Q29  在工作的岗位交到朋友了嘛？ 
 




Q31  那时候你的工作之外的时间都做什么了? 
 
Q32  你的第一次月工资做什么用了? 
 
关于现在的工作的几个问题                                       
Q33  现在工作的内容是什么? 
 
Q34  一天会有多少时间工作? 
 
Q35  你会为工作加夜班吗? 
 
Q36  下夜班会觉得自己身体乏累吗? 
 
Q37  你为了现在的工作有去学习过什么吗? 
 
Q38  你在什么地方学习的? 
 
Q39  具体来说你学习了什么了? 
 
Q40  那个教室离工作的地方远吗? 
 
Q41  你是怎么知道那个地方的? 
 
Q42  那个教室什么时间开始上课的? 
 
Q43  你现在还会想到要换工作吗?为什么? 
 
Q44  现在你住在什么地方? 
 
Q45  住宿费贵吗? 
 
Q46  工作餐有什么变化吗? 
 
关于你的日常消费的几个问题                                     
iv 
 
Q47  你家的周围都有什么设施? 
 
Q48  从你家去商场远吗? 
 
Q49  那时候喜欢逛商场吗? 
 
Q50  一年去商场几次？ 
 
Q51  大概每次用多少钱来买东西？ 
 
Q52  除了购物之外你平常会做什么? 
 
Q53  你来开发区之前,你在其他城市喜欢逛商场吗？ 
  
Q54  一年去商场几次？ 
 
Q55  大概每次用多少钱来买东西？ 
 
Q56  除了购物之外你平常会做什么? 
 
Q57  你刚来开发区的时候,你觉得这个城市繁华吗? 
 
Q58  和你去过的城市比,多了哪些场所? 
 
Q59  你会利用哪些地方? 
 
Q60  你会用什么交通工具去? 
 
Q61  去的时候路过什么样的设施? 
 
关于开发区各个消费场所的几个问题                                
Q62  你用过这个城市的美容院吗?为什么想利用呢？ 
 




Q64  你利用过这里的婚姻介绍所吗？ 
 
Q65  你利用过这里的图书馆，博物馆，音乐会展中心吗？你怎么想去那里呢？ 
 
Q66  你利用过这里的政府机关办事吗？办过什么样的事？ 
 
Q67  你利用过开发区的中央广场吗？你在那里做什么？ 
 
Q68  你会参加服装节吗？为什么想参加呢？ 
 
Q69  你去过发现王国吗？你喜欢那里吗? 
 
Q70  你去大黑山，童牛岭，白石湾吗？你为什么要利用那里？ 
 
Q71  你利用这里的高尔夫球场吗？ 
 
Q72  你觉得住在这里的高级别墅和高层的人是什么样的人？ 
 
Q73  你自己会像在开发区居住下去吗？ 
 
Q74  你会去五彩城，网吧，蹦迪和酒吧吗？为什么会想去呢？ 
 
Q75  你经常会去哪里购物？ 
 
Q76  你去购物的时候和谁一起去？ 
 
Q77  你多长时间去购一次物？  
 
Q78  去购物的时候你回去买什么？ 
 
Q84  去购物的时候你会用多长时间？ 
 
Q85  去购物的时候你会用多少钱？ 
 




Q87  你买东西的时候，会和店里人聊些什么？ 
 
Q88  你不会去什么样的地方去买东西？为什么？ 
 
关于你的人际关系的几个问题                                      
Q89  你有恋人吗? 
 
Q90  你们是怎么认识的? 
 
Q79  你父母同意你们交往吗? 
 
Q80  现在过年过节想把男朋友带回回家吗? 
 
Q81  过年回家的时候，会不会为父母买一些东西？ 
 
Q82  你会为你的家里汇款吗? 一个月大概是多少钱? 
 
 
